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、前言
１６世紀後半から17世紀初期にかけてのイエズス会員が日本からヨーロッパに送付した書簡や報告書が
まとめられた日本年報')が残されている。1579年以降にローマからの指令に基づいて巡察師ヴァリニャ
ーノが「年報」の形式に改めたが、それは日本各地からの諸報告を、主として長崎にいたイエズス会日
本（副）管区長のもとで編纂し、ヨーロッパで公にして差支えないように考慮されものであった。
これらの日本報告は1549年１月から1626年３月まで、200余通あり、発信地の不明を除いて、日本国外
の発信地はゴア（12)、マラッカ（３）、コチン（５）、リスボア（１）、マニラ（１）、マカオ（７）、ア
ルメリン（２）、広東（１）、シナ（１）、インド（１）の合計33通で２割弱を占めている。しかし大部分
は日本国内から直接発信したものである。都すなわち京都が（34)、長崎（23)、豊後（21)、平戸（16)、
口之津（１１)、臼杵１０、堺（９）、博多（６）、志岐（６）、大村５、有馬４、鹿児島（３）、山口（３）、
横瀬浦（３）、薩摩（３）、府内３，北庄３，三ケ２、島原（１）、日田（１）、飯盛（１）、大値賀１，本
l）松田毅一監訳「十六・七世紀イエズス会日本報告集」全15冊、同朋舎出版
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渡ｌ、牛窓ｌ、大阪ｌ、下関ｌ，加津佐１などである。
上記のうちマカオから発信されたものは以下の７通である。
年月日 発信地 発信者
1555.11.23 マカオ ベルショール（ヌーニェス）
1582.12.13 マカオ ペドゥロ・ゴーメス
1584.1.6 マカオ ロレンソ・メシア
1621.10 マカオ Ｇ・バッテイスタ・ボネツリ（1620年報）
1622.10.6 マカオ ジェロニモ・マジヨルカ（1621年報）
1625.3.28 マカオ ジヨアン．Ｒ・ジラン（1624年報）
1626.3.15 マカオ ジヨヴァンニ．Ｂ・ボネツリ（1625年報）
期巻 番号
Ⅲ１ １６
Ⅲ６ 186
Ⅲ６ 193
Ⅱ３ １３
Ⅱ３ １４
Ⅱ３ 1７
Ⅱ３ 1８
注：期巻、番号は松田毅一監訳「十六・七世紀イエズス会日本報告集」（同朋舎出版）による。
マカオから発信されたものは７通ではあるが、日本禁教に伴い、マカオの果たした重要な役割が見ら
れる。１７世紀の20年代に入ると、日本全国でキリスト教への迫害の嵐が吹き荒れ、イエズス会の司祭や
修道士は潜伏し、或いは検挙され殉教して行った。このためそれまでの整然とまとめられた「年報」を
作成することは困難となった。そこで'6世紀以来､日本国内から頻繁に発信する通信形式は急に変わり、
日本からの報告に基づいてマカオで編纂する形態に一変した。ローマの総長に宛てられたこの種の文書
を最も多く所蔵するローマ・イエズス会文書館の蔵書には、1627年３月31日付のジヨアン・ロドウリー
ケス･ジランの「一六二六年度日本年報」が最後である2)。それは日本からの情報をマカオで編纂された
ものである。１７世紀20年代以降、日本イエズス会員から数々の報告が海外に届けられ、マカオやマニラ
に伝えられた諸情報をその地で編纂するようになった。
このようにマカオから発信した後期の日本報告は前期の布教活動の報告と違って、殉教に関する内容
がほとんどであった。とくに江戸初期の日本でのキリスト教弾圧に関する記録が多く見られる。日本各
地の暗黒な牢屋、悲'惨な拷問、壮絶な処刑などの記述の連続となる。
そこで本論文は、１７世紀にマカオから発信されたイエズス会の日本報告に基づいて、江戸初期の日本
の刑獄事情を述べるものである。
二、マカオ通信から見る江戸初期の徳川幕府とキリシタン
慶長十九年（1614)、徳川幕府は、全固に禁教令を布告し、宣教師および高山右近らを国外に追放し
た。元和六年（1620）に弾圧の布告を出している。布告は次のような要旨であった。
、キリシタン宗は、天下のかたく禁ずるところ、この国禁に叛いて同宗に帰依するものは、速や
かに棄教転宗するように。もしこの徒を守らぬものは、財は身代限りとりあげ、これなきもの
は死罪。
2）松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997,307頁。
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、キリシタン信者を訴え出るものには、恩賞を与えとらすものである。
、すべてのキリシタン教師には、廃教を命ずる。もし命に従わなければ、領内より放逐すること
とする3)。
1621年のイエズス会士の日本報告によると、キリスト弾圧は大名が将軍の命令に従って執行されたこ
とが明白である。
1621年、日本国は前年と同一の人物が君臨し、国情も同一である。徳川秀忠を日毎にいっそう強力
で恐るべきものにしている。彼のキリシタンに対する憎悪は、これまで公然と宣言されておる。大
名たちはちょうど国王の恩顧を抵当にされているかのように、それぞれがキリシタン集団に対して
残酷に振舞っている。（伊達）正宗が支配している奥州国では､本年キリシタンに対する弾圧はきわ
めてひどく、その残酷さは多数のキリシタンの流罪や殺裁に証明されている。筑前国では多数が背
教を強要されて、飢えと困苦と不潔な牢獄で衰弱して生命を失った。同様な非道は有馬、大村、長
崎でも行われた4)。
徳川幕府の将軍は、初代家康、二代秀忠、三代家光が実権を有したことはいうまでもないが、その後
も八代吉宗や十五代慶喜らは独裁的な権力を行使している。幕府の権力は全国的支配権と、御料に対し
て有する権力に分けることができる。前者は外交権､全国的統制に必要な限度での貨幣鋳造権､交通､度
量衡などに関する権力があり、司法的には、御料の者と大名領の者との間及び異なる大名の領分の者の
間の訴訟や犯罪事件についても裁判権を保有していた。外交権は幕府に専属して、諸藩が直接に外国と
交渉するのを禁じた5)。しかし、特殊の事項について､幕府はその法令を諸藩に実施させている。キリス
ト教弾圧がそれである。
1619年の京都でキリシタン52名が焚殺される殉教事件は、二代将軍秀忠が自ら裁断した結果である。
七月八日に入洛していた徳川秀忠は、
秀忠は江戸へ帰ろうとして､都からおよそ二里隔たった伏見の城下に滞留していた。その地で彼は、
キリシタンが自分の命令を軽んじ、信仰を固守して動かぬために牢獄に繋がれていることを聞いた
時、彼は〔尊敬されたり愛されたりするよりは、むしろ恐れられようと努めていたので〕一種の馬
鹿げた狂怒に燃えて、老若男女の区別なしに全員を一度に生きながら焚殺するようにと命じた6)。
とされる。
3）平野直著「殉教」国瞥刊行会、１９７７，１１頁。
4）松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Pl32
5）石井良助著「江戸の町奉行」明石書店、2012、Pl64
6）松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ５７
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キリスト教弾圧は、大名が徳川将軍の命令に従って行われたことが、イエズス会士の記述によって裏
付けられる。例えば、「江戸の将軍が私たちの聖なる信仰を憎悪したことが、日本のほとんどすべての大
名にも、それぞれの領国で同様に振る舞わせることになった7)」と報告された。
日本全土が迫害の旋風に吹きさらされている中、東北だけがただ一つ残された宗門の花園と思われ
た。しかし、陸奥仙台藩の初代藩主伊達政宗は江戸に滞在していたが、その時そこでキリシタンに対す
る残酷な刑が執行された。彼は家臣から、自らの領国に多くのキリシタンがいることを聞き、詳しくそ
の数を調べるように命じた。この家臣は仙台に戻ると、そのことについて奉行たちと相談した結果、キ
リシタンの人数の一覧を作成したことが報告されている8)。
元和七年（1621）八月十七日付をもって、奥羽両州の信徒から、法王パウロ五世に報告された罪障全
赦の教書に対する奉答文の中に、「去歳上旬の頃、伊達政宗天下を怖れ、私の領内において、へれきさん
(迫害）を起し、あまたまるちれす（殉教者）御座候。御出世以来千六百廿年（元和六年）せてんほろ
(九月）の四日より詮索しはじめ」とあることから､奥州での迫害はこの年の九月四日から始まったこと
になる9)。
1624年、備前国岡山藩主も、キリストの戒律に反対していなかったが、将軍の意に沿うため、すべて
のキリシタンを領国から追放するように命令した。そのために国の中心となる岡山でそのような内容の
布告が出された。「そして身元を隠したままの者がいないようにと、各自が名前を記帳し、それに信奉し
ている宗派や参詣する神社仏閣、また仏僧の名前を記して添えるようにという命令が出された。そうし
なかった者たちは即刻その市から追放されてしまった。･･･奉行所は非常に無慈悲な所であった。とい
うのは取るに足らぬ従者すらをも追放し、しかも大きな村落ばかりではなく、小さな田舎や村でも手加
減をせず、それぞれの家長にキリシタンを確かに追い出したことの証明を書かせ、それを持って出頭す
るように命じた'0)｡」とある。
ここに見られる証明とは宗門改帳のことで、今の戸籍にほぼ相当するものである。古く律令時代には
戸籍や計帳の制があって、政府はこれによって人民の状態を知ることができた。元来は宗教と無関係の
ものであったが、江戸幕府はキリスト教禁止の方針を採って宗門改帳の制を設けた。宗門改帳とは、寺
院が某人がその檀那であることを証明した証明書を載せたもので各村で作成し、遠国奉行、代官、領主、
地頭等でその支配内の分をとりまとめ、毎年十月に幕府の寺院奉行所に提出させた'')。
将軍や大名の命令を実際に執行するのは奉行や所司代とその下役である。京都を例にすると、京都所
司代の伊賀殿はキリシタン迫害に乗り出し、京都の中に「デウス町」というキリシタンだけが住んでい
た有名な町から捜査を始めた。
所司代は係の家臣らに、キリシタンを残らず縛って牢屋に投入するように命じた。家臣は命令に従
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って急迩赴き、土地の風習に従って町の門を不意に閉鎖し、誰一人騒ぎに紛れて抜け出ないように
番人や見張りをおいた。それから彼らは戸を蹴破って家の中へ押し入り、キリシタンであるか否か
を訊ね、また家に飾ってある聖画を見ると、何ら訊問することなく捕獲した。不意の襲い。３６名の
信徒を縛り上げ、いっしょに集めて信仰について訊問し、棄教を勧めたが無駄であった。そこで役
人は彼らを長い綱に繋ぎ、屠所へ引かれる羊のように引き立てると、無数の見物人が押し掛けた。
このように大人数が一度に縛られて牢獄へ引かれることは日本人の許ではまったく稀に見ることだ
ったからである。捕縛された者たちは、私が先に述べたよう（長い網に繋いだ）な列を作ってまず
所司代の前へ、それから牢獄へ行った。しかしあまり大勢なため、すぐに収容することができなか
ったので、以前からの囚人の事件が片付けられるまで外庭で待たされ、その後ようやく牢獄へ押し
込められた。伊賀殿は布令で町の長たちを急遼自分の前に出頭させて次のように厳命した。キリシ
タンを各所捜索し、その姓名を帳簿に記入してただちに差し出せ'2)。
この京都所司代の伊賀殿とは板倉勝重である。板倉勝重は江戸初期に徳川政権の基礎固めに活躍した
人物である。板倉家の次男だった勝重は幼時に出家し、曹洞宗の禅僧であった。板倉家は絶家となった
ので、家康の再三の命令に逆らえず、３７歳で還俗して家臣になって仕えた。京都所司代として名高いが、
その前に江戸町奉行も勤めた。江戸初期の「名奉行」といえば､板倉勝重.重宗父子があげられる'3)。勝
重のころは江戸町奉行といっても、関東全域の行政にかかわっており、寛永以後の町奉行とは違う。家
康が慶長八年（1603）に征夷大将軍になって幕府を開くと同時に、勝重は豊臣氏の勢力圏であった京都
へ所司代として送り込まれ、この後十八年かけて公家・寺社を統制下におくのに成功し、畿内に徳川勢
力を浸透させた。京都所司代の屋敷は二条城北御門前にあり、寛文期（1661-1673）に京都町奉行所が確
立するまで、京都・畿内の民政全般を扱った。板倉父子は幕府の京都経営の最高責任者となり、公家・
寺社・市民に善政を行った奉行として記憶されることになった。「徳川実紀」にも、「すべてこの人の庁
に出て裁断をうけしものは、訴にまけしものも、おのが罪を悔いて奉行をうらみざりしとぞ聞えける'4)」
とあり、これは裁判官として理想的な姿である。組織体制がしっかり出来上がる後代の町奉行所とは違
って、江戸初期の町奉行は一般からかけ離れた雲上人のようの存在であった。住人の勝重に対する人々
の信頼は、絶大なものがあった。
新井白石は町奉行の職務というものは、そこに住むすべての人々の生活を統べ司るとてつもない要劇
の職であるが、「(板倉勝重は）事一つとして滝滞なく、物一つとして廃欠なく、天下皆その能を称せず
という者なし'5)」とたたえている。
名奉行として天下に讃えられた板倉勝重は、迫害を受けた側のイエズス会士の目にも資性温厚寛仁と
映った。彼はもともとキリシタンに温和な方針をとっていた。キリシタンは無罪であることを知ってい
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たので、異教徒の告発を受けても素知らぬ顔をして耳をふさいで告訴を取り上げないでいた。最後の決
を取らないでいる時、たまたま息子（重宗）が政庁から将軍の命令を携えて帰来した。キリシタンを処
罰しないでおくと、公方がそれを悪意にとって皆を投獄してしまい、自分たちも自分たちの一家春属も
生命の危険に陥ることを恐れる、と父の心を煽動した。息子の警告に所司代は心を動かされ、身の安全
を計って、キリシタン達を迫害しようと評議した16)。
，6,9年の京都でキリシタン52名が焚殺される事件につき、板倉勝重は「生来温厚寛仁の人で、囚人を
すべて放免する命令を与えようと用意していたが、これを聞くと、すでに出獄を許していた二、三人を
もただちに呼び戻した,7)｣とある。さらに､火刑の薪代に重金をかけて悲劇を短時間内に終了させるとい
う彼の特別な配慮に対し、イエズス会士は以下のように特筆した。
十字架が地上に立てられた後、非常に多量の薪が四方八方から運ばれた。薪の代金だけでも四十金
を要したことが知られている。そのようにしたのは所司代の特別の配慮によるもので、この全悲劇
が短時間内に終わるようにしたと言われている。生まれながら寛容であった彼は、こうした酷い長
時間を要する刑罰が加えられるのを見るに忍びなかったためである。そこで彼は警吏には、事をな
るべく早く片付けるよう命じおいたということである'8)。
1619年長崎において５名の殉教者が生きたまま火培りにされる事件は、長崎奉行の長谷川権六の時で
ある。彼は江戸の政庁から判決命令を携えて帰任すると、同じ証告の他の囚人たちを放免したが、木村
レオナルド修道士だけは拘留したままであった。そのため彼は、将軍の布令に反して福音の宣教者たち
を止宿させたという理由で、４名のキリシタンに死刑を宣告した。夜が明けてから奉行は、レオナルド
修道士と他の者たちに出頭を命じた。やがて殉教者は縄目をかけられて牢屋から奉行所へ引き出された。
刑の執行に先だって、奉行が彼らに、イエズス会の者であるか否か、と訊ねたところ、殉教者たちは明
白に信仰を宣言したので、奉行は「お前たちがゼズス会の者であり、公方様の御意に反して、日本国内
にキリシタン宗門を宣教した。そのために公方様は、お前たちを生きながら火陪りにせよとお命じにな
ったのだからである」と彼らを刑場へ送った'9)。
以上のように、町奉行所は幕府権力の中枢的役所で、職務内容が実に多岐にわたり、行政・司法・立
法のすべてを行っていたのであるから、市中の行政、司法、警察、消防その他主要な民政を行う中心的
役所でもあった。配下の役人、つまりイエズス会士の報告に頻繁に出た「蕃吏」「番人」「刑吏」の正確
な職名は「与力｣、「同心｣、下働きの「小者」「目明し」「岡引」などである20)。
1619年度日本年報に、「蕃吏に突然捕らえられ､縄目をかけられたまま代官の前に引き立てられた。代
官は彼らに、今後はキリシタンの教えも永遠の救霊のことも宣教しないとの誓約書を出して神妙に誓う
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ように命じた。しかし彼らはその命令を拒み、反対に宣教すべきことを述べたため、代官は彼らを投獄
してしまった｡」とある2')。
この代官は幕府直轄領である御料におかれる地方官で勘定奉行の支配に属し、その配下に手附、手代
がいた22)。
以下に示した二例から江戸初期の治安警察の状況が見られる。
管区長マテウス．デ・コウロス師の従者として三年間勤務したマチヤスは、常に管区長師の名をもっ
て、深夜にキリシタンの家を訪問していた。ある日、用件が生じて出発した。「日没後三時間を経たもっ
とも安全な時刻を選んで出発し、まず友人を訪れて話し合い、そこを出てもう一人の友人に会い、ヨー
ロッパ風に仕立てた管区長師の或る衣服を受け取った。そこから帰りかけると、彼は思いがけなく警吏
に見つかった。警吏は彼を見つけると、こう訊ねた。「何者だ。何処から来た。何処へ行く。その脇の下
には何を所持しているのか。盗んできたのだろう◎夜の闇も隠しおおせるものではない。猶予は許さぬ」
と。警吏は彼をその町の常夜灯の下に連行し、風呂敷包をひったくって中を改め衣服を見つけた。そこ
で彼は両手を背後に縛り上げられて役所へ引っ立てられた23)」と報告されている。
将軍や奉行たちがキリシタンに対して大きな憎しみを抱いた時、一人の奉行所の役人がこの市の通
りを歩いてくると、ロザリオを売っていた一人のキリシタンに出会った。すぐに彼はその者を捕ら
え、禁じられている品を売っていると言ってその者を縛り、奉行の前へ連行した。奉行は彼に有罪
を言い渡し、縛り上げたまま一昼夜広場に立たせておいた24)。
このように、江戸の治安を維持し、市中の風聞を調査探索25）しキリシタンを取締るなどの具体的状況
が、イエズス会の宣教師によって報告されている。
三、マカオ通信から見る江戸初期の切支丹牢舎
イエズス会士の目に映る江戸初期の牢屋は、「不便、窮屈、飢餓、汚稜、苛酷、苦労、不潔、不自由」
であった。日本の牢獄は「すべて全般的に非常に窮屈で身の毛がよだつ程で｣、「ヨーロッパのどの牢獄
とも当然少しも比較することができぬ」と言い切った26)。
例えば､京都の牢屋について、「あなたたちが野獣の洞窟と呼んでも、決して過言ではないだろう。都
の牢獄はたしかに非常に狭くて暑苦しく、人の気息自体が上昇し、それが冷えると小さな水滴となって
天井からポタポタ落ちてきた。囚人に対しては、たとえ病気に催っていても憐れみとか親切は露ほども
21）
2）
23）
24）
25）
26）
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ６
石井良助著『江戸の町奉行」明石書店、2012、Ｐ５５
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997､Ｐ９０
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ２５５
大久保治男著「大江戸刑事録｣、六法出版社、1985、Ｐ３４
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ５３
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江戸幕府の禁教政策の遂行上最も重要な役割を演じた長崎の大村及び江戸などにはキリシタン拘禁の
ために「切支丹牢舎」が特設された。教徒らに信仰を棄てさせるために入牢し、入牢者に対する処置が
より一層憎く憎くしげになり、牢舎の取扱が特に残忍となった。
江戸の切支丹屋敷について、一高史談会編「大東京史蹟案内ｊによると、最初に便宜上切支丹を収容
して乳明したのを段々拡張して正保三年（1646）幕府の御用屋敷とし、牢屋を建て、切支丹宣教師の国
禁を犯して日本に渡来したもの、若くは切支丹信者の嫌疑ある内外人等を捕えて審問し又濫禁する所に
したのである。図ｌのように、井戸を中心として牢獄官庫、番所あり、その周囲を二十間四方の石壁が
取り囲み、その西方に吟味所があった。そのほか、死体埋所、梁首所、断罪所大刑場もあったと伝えて
いる。牢舎は享保二年（1717）の火災で焼失した後は再建しなかったのは、次第にキリシタンに対する
警戒は不必要になったからであろう28)。
大村は長崎から海路でおよそ六里隔たっている。長崎の牢屋には多くの日本人を入牢させ、外国人は
大村へ送った。そこで大村の牢屋は、大殉教の中心人物であるミゲル．カルヴァーリュ師やカルロ．ス
ピノラ師などの記録によって伝わっている。
１３箇月も大村の牢屋で拘禁されて遂に火刑されたミゲル．カルヴアーリユ師29)は管区長師に宛てた書
商戦り:＆豆一挺鋤圃の飲艮丹丸切Ｐ淫
図１江戸切支丹牢舎
(出典：日本近世行刑史稿（上)、刑務協曾、刑務協曾、1943,Ｐ172）
かけてくれない27)」と酷評した。
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刑務協曾編「日本近世行刑史稿（上)｣、刑務協曾、1943,Ｐ174-175.
1577年にポルトガルのブラガで生まれ、1597年にコインブラで入会した。1608年頃マカオで叙階された。宣教地に
派遣されることを望んでいたが、ゴアに残り神学を教えた。ついに1617年、４０歳の時、日本へ向けてマカオまで航
海したが、そこでまた３年間足止めされた。そこにいる間、ある程度日本語を覚えたので、1621年に天草に到着す
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簡に牢屋の狭さに言及している。「私が他の四名と一緒に無理やり押し込まれていた牢屋は非常に狭く、
縦3.2メー トル、横1.6メー トル位の広さしかなかったが、毎日ミサを捧げることができる30)」と、そし
て、彼がベネデイクト・フェルナンデス師に宛てた1624年２月１０日付の書簡に、大村の牢屋の暗黒が看
取される。彼は「この狭い牢屋に押し込めた。…私がこの狭い見捨てられた所で最後の審判の日が来
るまで、病気や障害に苦しめられながら生きて行くことを望まれるのならば、それを拒みはしません」
と報告し、また、寒さについても訴え、牢屋にいるよりも、生きながら焼かれるほうがましとさえ吐露
した。「我等多数は着物なしに暮し居り候。是被物（蒲団）一つの外､何物の供給もなく、是此場所は山
の麓にて、何れの方より来る風にもさらされ候へと命も、風を防ぎ又雨や雪を防ぎ候為のわら鳶一つも無
之候。而も寒さは中々強く候3')」と記している。
その後に同じ牢にいたビヤンテカルバリヨも、同様の事を一層詳しく記している。
今我等がとじ込められている牢舎は高山の麓にあり、その山の峰は二つの剣の如く尖っている。そ
の山の下で、両方に谷川が流れて、少しの雨でも牢舎の辺まで溢れて来る。室は極めて狭く、去年
の牢舎は四畳に五人いたが、今はそれよりも狭くて便所も一所になっている。然し去年マルチリヨ
に会う為に、聖い仲間が出て行かれた後、少し広くはなった。場所は湿気多く、どの風にもさらさ
れ、四方柵を周らしてあるが、柵の木は手も通らぬ位に密接している32)。
大村の牢獄の困苦についても、３年以上も獄に繋がれていたカルロ．スピノラ師33)は管区長師への書
簡で十分なほど多く記した。「牢獄は非常に狭く、絶えず脚を組んだまま就寝せねばならぬほどである。
またひどく損傷していて寒気、風、雪の害を防ぐ手だては何もない。生命を維持するための物資はまっ
たく欠乏しており、飢えと渇きのためたびたび視力障害を起こした」と、窮屈、寒冷、飢渇、疫病に脅
かされ、カルロ・スピノラ師は、管区長師に最後の別れを述べたことが三回あったとしている。彼は冬
30）
31）
32）
3）
ると、すぐに働き始めた。隠れて働くことに抵抗を感じ、領主に謁見を願って、大胆に説教し始めた。数日監禁さ
れた上、追い返された。長崎近くに上陸すると、ある信徒は彼をパシェコ管区長のところに連れて行った。もっと
賢明に働くように注意されたが、次の任地に赴く途中、捕らえられて大村で投獄された。ついに他の４名と大村で
火あぶりの刑となった。
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ２５７
刑務協曾編「日本近世行刑史稿（上)｣、刑務協曾、1943、Ｐｌ７６
刑務協曾編「日本近世行刑史稿（上)｣、刑務協曾、1943、Ｐｌ７６
カルロ・スピノラ（CarloSpinola、1564年-1622年）は、イエズス会のイタリア人宣教師。元和の大殉教で火刑に処
された者の一人である。グレゴリオ暦作成の中心人物であった科学者クリストファー・クラヴイウスに師事し、天
文学、数学、暦学なども修得していた。1564年、ジェノヴァもしくはプラハに生まれる。1599年、リスボンを出発
し、日本に向かう。1602年、来日。1612年、月食をもとに、マカオと長崎の経度を測定。1614年、キリシタンの国
外追放を逃れ、長崎に潜伏。1618年、ポルトガル人、ドミンゴス･ジヨルジの家に潜伏中、捕縛される。1619年、大
村の牢屋に投獄される。1622年、長崎の西坂にて殉教。1868年、ローマ教皇・ピウス９世によって日本205殉教者の
一人として列福。
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を無事に越せることはほとんど期待していなかったからである34)。
大村の牢屋の困苦を具体的に描く資料もある。食物は「非常に少量で米飯、野菜、塩、魚（鰯）汁で
あるが、時には腐敗した塩魚汁さえ珍しくなかった」とある◎牢獄の建物は「風と雨に晒され、腐朽し
て今にも倒壊しそうで､少し風が吹いても支柱を添えなければならぬほどである35)」とのことであった。
交替して来る番人も「様々でその数も多く、その人情味も野蛮人か信仰を棄てた人々にしか期待できぬ
ようなものである36)｣と言う。そのため当然一同はひどく衰弱し､多くの者は健康を害している。すべて
の物質に欠乏していた状況で、上長や大村のキリシタンたちの巧みな差入れがなければ、すっかり飢餓
と汚稜で‘樵，梓してしまったであろう37)。
大村の牢屋は始めは大村の西方に一つあったが、それでは足りなくなり、南の方の久原に新牢を作っ
た。しかし、新しく増築された牢屋も少しも改善されず、一層ひどいものであった。スピノラ師はその
ことを記し、「1618年１２月14日から翌年７月までは、生垣で囲まれた萱屋根の家に居て少し楽であった
が、その８月７日、篭の様な小さな家、風雨にさらされる家に移されて窮屈に成った。その中に教師八
人と十五人の日本人が閉じ込められ、食料が甚だ不十分である38)」とある。
1619年８月７日に移されたこの新牢は山の上にあったため、自然環境がさらに悪化し、警備も厳重に
なった。「日本では普通牢獄に通じる入り口の所に見張番の家がある。その家と罪人が収容されている
家とは二つの大きな垣で仕切られ、しかも一カンナ（二､三メートル）の隔たりがある39)」とある◎図２
に示したように、針ある二重柵が設けられ、新牢の監視が一層きびしくなった。
獄舎は丘の上に建ててあったので、気候の変化を受けることもそれだけ多かった。牢獄の一番奥に
ある格子以外に、木の囲いで頑丈に組み合わせた（さらに）二重の柵を廻らしてある。そのため二
つの中庭が内にあることになるが、その一つには荊を植えてあり、わずかに非常に狭い通路がある
にすぎない。この通路を番人が油断なく見張り、その上、番人の監視人が一人絶えず見張っている
ので番人自身はもとより、外部の者も差し入れすることができない４０)。
そのため彼らは窮乏の極に達して少しの援助も得られず、次第に痩せ細り、′憐れにも死に瀕するほど
になった。
このような悪劣な状況により、獄死したケースも稀ではなかった。1619年にカルロ・スピノラ師とと
もに投獄された６名修道士のうち、ドミニコ会員の一名は死亡した。他の者たちは牢内の種々の不便や
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アンブロジオが死去したのは1620年１月７日、享年69歳であった。彼はキリシタン宗門のために獄舎
に繋がれ、その不自由と労苦とのために生命を落としたのである。特に寒気を防ぐために長崎から送り
届けられた外套も情け容赦せぬ番卒たちが、彼の老齢をも顧みず横領してしまった43)。
図２大村久原之牢舎
(出典：日本近世行刑史稿（上)、刑務協含、刑務協書、1943、Ｐ173）
不自由を殉教という唯一の期待によって慰めている４１)。
獄舎に繋がれていた人々は、皆誰もが次第に力尽き、徐々に死に近づいた。一同に先んじて倒れたの
は、すでに老年のイエズス会のアンブロジオ・フェルナンデス修道士である。スピノラ師は管区長師マ
テウス・デ・コウロスに宛てたかなり長文の書簡の中で、アンブロジオ修道士が大村の牢獄で死去した
ことについて次のように記している。
貴師に宛てて私が書簡をしたためる理由は多々ありますが、その主な理由の一つは、もっとも優れ
た老アンブロジオの幸せな死去を報告することです。彼は粗悪な食事と厳寒のためひどく衰弱し、
我ら一同が驚嘆したほどに急死した。彼は悪性の風邪の影響を受けてまず声が出なくなり、それか
らまったく卒中症状になり、毒を飲まされたのではないかとの疑惑も生じた。あまりに多量の噌血
をし、死後も体温が残っていて、深夜のことではあるし、死んでいるのかそれとも半死の状態なの
か私には判断がつきかねた。……私は急いで罪の赦しを与えた。番人に灯火を願ったが聞き入れら
れなかったため、火縄銃用のかすかな火縄の火で私は終油の秘蹟を授けた。それから皆で連祷や詩
篇、その他の祈祷を型の通りに合唱している中で、彼はいとも安らかに息絶えた42)。
1997,
1997,
1997、
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1619年に飢餓・渇き・暑気・寒気・その他の不自由のため、京都の獄中で８名のキリシタンが徐々 に
倒れて死亡した。「こうしてその中で最初に早くも帰天したのは、非常に幼い二歳で都生まれのミゲル
とペイトロであった｡ミゲルが両親に先立ったのは四月十五日でペイトロが父母を遺して去ったのは八
月十一日であった。他の六名は大人で、マチヤス忠左衛門、フランシスコ兵蔵、ジョウチン次郎兵衛、
ジャコウベ市右衛門、アンデレ儀一（宛字)、ジョアン仙斉（宛字）であった44)」のである。
江戸の町の東の郊外で17名のキリシタンが６箇月拘留された後、1624年に６月17日に生きながらに火
陪りの刑に処された。その前に仲間の一人が牢獄で餓死した45)。
また仙北地区の寺沢と呼ばれた村に、一人の非常に熱心なジョウチンという名のキリシタンが暮らし
ていた。牢獄で互いに面倒を見合ったにもかかわらず､彼らの中の二名が餓死してしまった｡男‘性は１６２５
年７月13日に、女性の方は８月21日であった。それは他の１６名が９月４日に処刑される二週間前のこと
である46)◎
江戸時代に病囚や幼年囚を拘禁した「溜」や身分の高い人を収容する「揚屋」など特色的な牢屋もあ
る。「溜」は､江戸においては浅草と品川に二所に設立されていた。溜の起源は遠く東山天皇の貞亨四年
(1687）三月町奉行より無宿放免囚､病囚を浅草非人頭車善七に、同年九月品川非人頭松右衛門を預けた
ことに始まる。元禄十三年（1700）六月に浅草溜を､同年七月には品川溜を建設してその制度が備わり、
拘禁制度としての態勢を整う事に至ったのである47)。しかし､江戸初期の禁教においてはまだ｢溜｣が現
れなかった。以下の史料から、疑問を解く手がかりを与えてくれた。
大村の殉教者たちのため投獄の憂き目にあったキリシタンたちの中に、横瀬アントニオという者が
いた。彼は牢獄の不自由のため咽喉に腫傷を生じたので、療養のため出獄して自宅へ返されたが、
間もなく死亡した48)。
この例から囚人は病気になると自宅に帰され療養することが可能であった。
江戸時代の刑罰に身分主義が見られる。江戸の刑法は「武家本位」「武家特権」であり、犯罪に対する
刑罰も身分の差によって大いに異なった。重く処罰されるのは庶民ばかりで、武士階級は刑罰も軽く、
それも名誉刑的なものが多かった。遠慮、逼塞、閉門、塾居、改易などである。死刑の方法も「切腹」
であって武士の名誉心を維持した◎牢屋も庶民と違って、場屋敷や揚屋に入れられる。「場座敷」とは、
五百石以下、御目見以上の旗本を入牢した。身分ある僧侶、神官も同じである。五百石以上は「預」に
処せられた。「揚屋」とは、御目見以下の御家人及び大名旗本の家臣、普通の僧侶、神官、山伏、医師を
入れる。しかし、これらの獄舎分類は延宝五年(1677)に小伝馬町に移してから始まり、天和三年（1683）
386
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ５３
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ２２９
松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ２８７
刑務協曾編「日本近世行刑史稿（上)｣、刑務協曾、1943、Ｐ４９１
松田毅一監訳、『十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997,Ｐ1３
??????????
東アジア文化交渉研究第８号
士分の者の入る場座敷が新設49)され、牢内の職制諸規則等も整備するに至った。
このように17世紀20年代のキリスト弾圧において、身分の高いキリシタンの処遇に対して、幕府は一
定程度の配慮を行っていた。
たとえば長崎代官村山等安の長男である村山徳庵は長崎に生まれ､幼少時に受洗し、「アンデレ」と名
乗った。キリシタン信心の模範を示し、自宅に宣教師たちを匿い、キリシタンを呼んで秘蹟に与らせた。
このため彼は奉行によって捕縛され投獄された。長崎奉行権六は事情をより慎重に考慮した上で一般の
牢獄に入れるのを差し控え、身分相応にアンデレを相当な身分の人の許で自由な身で監禁しておくこと
にした50)◎
加賀山隼人（1566-1619）は、織豊･江戸時代前期の武士で、高山右近につかえ受洗し、右近が改易さ
れた後は、蒲生氏郷、ついで豊前国大名細川忠興につかえ、関ケ原の戦いに功をたてた。慶長十六年
(1611）からの忠興によるキリシタン弾圧にも妻と改宗せず､元和五年九月十一日に処刑された。家も財
産も没収され居住地も追放され全家族と共に一軒の小屋に閉じ込められ、監視下に自由の身であった。
処刑の日に、日本の風習に従って別離の杯を交わし、一同に別れを告げ、大祝日に着用していた晴れ着
をまとって刑吏の許に出頭した。小舟に乗って、領国の主都で殿の居城である小倉の市から千歩隔たっ
た所定の刑場へ連行された。途中、自らどうすればより巧く首が斬れるかを刑吏に教えたとされる5')。
加賀山隼人のいとこである加賀山半左衛門も豊前国の細川越中守忠興の臣下で、豊後の日出藩家老
で、有力者であった。同月同日に幼児と共に斬首された。処刑する前に、彼は役人から、何処で処刑さ
れることを最も望んでいるかと訊ねられ、彼は、いっさい彼らの思い通りに任せると答えている52)。
すべての物質に欠乏した江戸初期の牢屋において、外部援助が遮断すれば、飢餓と汚稜で犠牲者がも
っと多く出たであろう。キリシタンは、自分から密かに番人に隠れる方法で、時には番人がキリシタン
である時は番人自身が食物や衣服、その他の必要なものを差し入れた。それには明らかに命がけの危険
が伴っていた。大村久原の農夫トメは瓜を正午頃に獄舎へ持ち込んだ。その時は通常番人が居らず、監
視人も休息していると思ったからである。彼は不幸にも監視人に出会い、捕縛され、再三再四贈り主は
誰かを訊問されたが、決して口を割らなかった。その後、斬首された53)。
差入の危険も大きいとはいえ、当時は後世に比較すれば、或る程度の自由があった。差入を許せる物
品は、寛政七年（1795）五月の「記事条例54)」によれば､刃物、筆、墨などの牢内法度品の差入は厳禁で
あった。したがって書信の発受も禁じられた。しかしイエズス会士は入牢しても、頻繁に書簡を書いて
郵送することができた。そうでなければ、今日に伝わる日本報告も読めるはずがなかろう。
そのほか、牢屋において信じられないほど布教の自由もあった。1619年１１月１８日に火培りされた長崎
人のレオナルド修道士は繋がられた３年間、９６名に洗礼を授け、他の人々にはキリシタンの哲理をよく
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教えたという。また自己の食物を分かち与え、病人たちの付添いをし、医師を招いた。このような人々
の中に80歳の老婆が、獄舎の門前に住んでいたが、彼は自分の毎日の食物の一部を死に至るまで与え養
った。小さな贈物やその他の喜捨で受け取ったものでも、彼は皆の前に持って行き、すべてを全員の共
用にし、他の牢獄に繋がれている人々を助けることも珍しくなかった55)。
四、マカオ通信から見る江戸初期の刑罰
江戸幕府が、自白をさせるために使った拷問には四種類あり、答打、石抱せ、海老責めの「牢問」と、
釣責めの「拷問」であった。
キリシタンに対する拷問は、自ら自白したケースが多いが、幕府は改宗させるため残虐な拷問を行っ
た。温泉地獄責め、蓑踊り、穴埋め、潮責め、水責め、炭火責め、焼松責めなどを上げることができる。
まさに日本キリシタンの受難史である。徳川幕府の体制維持のためにキリスト教の禁止やキリシタンに
対する転宗の拷問と処刑は、正に常軌を逸していた56)。
寛永十年（1633)､長崎奉行所の曽我又右衛門らは「穴吊り」という処刑を考案した。地中に穴を掘ら
せて、そこへ異教徒をぐるぐるに縛り上げ、頭を下に逆さに吊して宙ぶらりんにし、何時間でも放置す
る。たまに棒で全身を強打したり、ぐるぐる回したりする。全身の血は頭に下がって、顔は紫色にふく
れあがり顔相が変形する。血は口や鼻や耳や目からさえたれ流れてくる。数日から一週間くらい、この
まま吊るし、改宗を迫るのである。途中、充血を避けるため吊るされている者の顔から血をぬいたとい
うからぞっとする。この穴吊りにされたのがイエズス会管区長のフェレイラ神父と日本人の中浦ジュリ
アンであった57)。
水責めはキリシタンを対象に多用する拷問の一種である。古代より行われた残酷を極める刑罰であっ
た。「江戸時代には、寛永三年（1626）に耶蘇教徒と、享保三年（1718）に密貿易商を水責した以外、例
を見ない」とされ､キリシタンには多用されたようである58)。イエズスのマカオ通信には､水責めが主要
な拷問手段として用いられたことが分かる。
1620年長崎において水責めで殉教したマチヤスのケースがある。管区長マテウス・デ・コウロス師の
従者として３年間勤務したマチヤスは、捕獲中に迫られた拷問は水責めであった。最初は刑吏が大勢で
彼に手をかけ、棒でなぐるやら足で蹴るやら残酷な扱いをした。しかし、マチヤスは固く沈黙を守り続
けた。「それで､彼らは例によって材木を十字架形に組み合わせ。それに彼を縛って打倒し、口から多量
の水を腹がふくれ上がるまで注入した。そのため水瓶の水が幾杯も汲み干されるほどであった。それか
ら彼らは腹を足で踏み棒で叩いて、ふたたびその水を口、耳、眼、鼻、その他身体中の出口の開いた部
分から出させた。その苛酷さは言語に絶した。しかし彼はいかなる苦罰の中にあってもうめき声一つ発
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しなかった。その責苦は他人の身体にでも加えられているかのように平気でいた◎さすがの乙名も無益
に時を費し、骨折り損になるにすぎぬと気づくと、半死半生の彼を深夜まで待ちあぐんでいた助太夫の
許へ送った。道筋はちょうど自分が逮捕され、また管区長師も隠れていた同じ町を通過することになっ
ていた。彼は奉行所でも威嚇され、残酷な目にあい、ふたたび水を飲まされ、無理無法に吐かされた59)」
のである。その夜が明けた頃、不屈なマチヤスは激烈な拷問に耐えて管区長の隠れ家を洩らさずに長崎
で殉教した。
仙台では奉行の茂庭周防60)は、キリシタンを真冬の冷たい川水に浸ける新しい水刑を用いた。1624年
２月１２日に70歳前後の医師安斉ジョアン夫妻を裸にして長時間広瀬川に浸け、さらに街で冷水を何度も
かけて死亡させた。
彼らは最初は自宅において、ついで友人たちにより、また、暴君の命令によって脅かされた。だが
周防（守）は、ただ時間の空費にすぎぬとみなした時､彼らをその市の中央を流れる大河（広瀬川）
の中に入らせた。この拷問で､主人と妻は大いな強い意志を示しながらそれを明るい顔で耐えたが、
それは真冬のことであり、水は最も冷たかった。人々はキリシタン信仰を棄てよと二人を何度も冷
水に漬けたが、強固なキリシタンたちは常に、否と答えた。そして異教徒たちはそれに絶望して、
彼らを長時間、その川に漬けてから取り出し、二人を裸のまま馬に乗せ、街中法螺貝を吹きながら
連れ歩いた。そして法螺貝を吹きながら、この二人はキリシタン宗門を棄てないからだと言い、一
街に入るごとにこの二人を馬から降ろさせ、棄教せぬかと訊ねた。だが彼らが否定すると、人々は
彼らの上に、桶でさらに冷たい水を浴びせかけた。しかし二人の善良な老人はいつまでも強固であ
った。そして彼らは全市を走ってから、中央通りに連れて行かれ、そこの門〔日本のすべての市街
の道はこのように閉じられる〕に縛りつけられた。また、二人は再び水をかけられ、棄教の機会を
与えられたが、それは何時までも効果がなかった。つまりこの両人は再び冷水を浴びせられても、
信仰は弱まらず、むしろ逆に彼らが抱いていたキリストに対する愛の炎が昂まった。彼らはいつま
でも棄教を拒んで、結局、生命を失った6')。
イエズス会士に「暴君」と呼ばれた奉行の茂庭周防は仙台の寒い天気を利用して、さらに「水龍」と
いう拷問法を捻出した。イエズス会の司祭デイエゴ・カルヴァーリュに使用した。
ところで、少し前から牢獄に残されていたカルヴァーリュ師とその同僚のことに報告を戻そう。彼
らは日本暦の大晦日に当たる二月十八日に牢獄から連れ出された。その市を流れている川(広瀬川）
の岸、ニブラサ離れたところに何本かの木で覆われた円い穴（水篭）が見られた。その穴は、今述
59）松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ92
60）石塔奉納の茂庭周防守良網は、鬼庭左月（人取橋合戦で戦死73歳）の孫。（網元の子に当たる。政宗・忠宗の両公に
仕え、志田郡松山邑13,000石御一門で、執政職（家老職）を38年間務め、寛文３年（1663）８月に85歳卒。（宮城螺
史編纂委員会編纂「宮城懸史」２９本篇２３・人物史、復刻版、宮城県史刊行会.1987.）
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べた川の水でいっぱいであり、その深さはニパルモであった。それから裸にされ、一人一人、木杭
の一本に結びつけて座らされ、それは少くとも三時間に及んだ62)。
奉行茂庭周防守の意図は、彼らを殺すつもりではなかったので、三時間経過すると、彼らを水寵から
引き上げさせた。この残虐な水拷問から放たれる時に､二人が絶命した。彼らがまだ砂上にあった時､奉
行は一人を遣わして、デイエゴ師に棄教を迫ったが、司祭は断った。奉行の命令によって彼らを再び牢
獄に入れ、火陪りの刑を受ける心の準備をせよと言った。しかし、四日後の1624年２月22日の朝、彼ら
は牢獄から連れ出されたが、行く先は彼らが考えていた処刑場ではなく河川の水の中であった。
彼らは昼食頃、再び既述の場所に連れられた。そして裸にされ、寵内の樹木に結びつけられた。最
初彼らは水の中に立たされたが、水が膝まで来ると、彼らをよりいっそう苦しめるために、水が彼
らの胸のところまで来るように座らされた。そして拷問をよりひどくするために、時々位置を変え
させた。人々が彼らに浴びせる罵冒雑言、殊にすべての責めを司祭に帰して、彼に対する暴言は甚
しかった。一同が苦しみの中に繰り返した言葉は、「ゼズス､マリア」の御名と「至聖なるサカラメ
ント尊ばれさせ給え」であった。彼らは動かず、死が訪れるまで耐えた。その夜になると、夜の冷
気のため、また、木々の間に入って来る風のために水が凍り始めた。そして天上から降って来る雪
で一面が覆われた63)。
キリシタンは次々と夜の冷水の中で死去した。最後に残されたカルヴァーリュ師は'0時間に及ぶ水拷
問によって殉教した。信仰を棄てさせるために用いた水拷問は日本で初めて用いられたものであっ
た64)。
キリシタンは捕獲時、投獄時、処刑時に刑具として、手鎖などをはめられた。以下にその事例を見る
ことができる。
，621年長崎で５名のキリシタンは奉行から派遣された役人に捕縛され、手錠がかけられ、市中を通り
奉行所へ連行された65)。
江戸の監獄に入れられた司祭デ．アンジェリスは「内側に監禁されている他の者たちの所に行って慰
めを与えることがほとんどできなかったので、両足に鉄輪をはめられてはいたが、霊的助けが必要な時
に助けられないので、せめて肉体的に必要とするもので彼らの助けになればと、紙で掩蔽のようなもの
を作ることにとりかかった。そのために彼は首に一本の細い紐をしっかりと巻きつけて、作業をする際
に邪魔にならないように、両足の鉄輪をそれで上に高く持ち上げた66)」と記している。
1621年奥州国の水沢の城下町でジョウチン、アンナと呼ぶ二人のキリシタン夫婦が斬首された。刑場
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へ赴く時、手柳と鉄鎖をはめられた。「やがて縛られる時が来た。…（ジョウチンは）両腕を肩の後方
でひねって手棚をはめられ、一連の鉄鎖を首にかけられ家から引き出された67)」のである。
手鎖などの刑具使用は逃走並びに自害防止のためで、正確に分類すれば、棚．極．桔があった。伽は
首かせ、極は足かせ、格は手かせであった。鉄または木で造られた。上述のように、罪人を逮捕するた
めに使用する場合もあったが、主として刑具であった。
身体刑としては、江戸時代のごく初期には、キリシタン信者に対して、その額に焼印を押し、手の指
を切断する刑がある。徳川家康が、1612年にキリシタン宗門を信仰している科で自領と駿河から追放し
た家臣の14名のキリシタンの一人である原主水ジョアンという身分の高い裕福な人物がいた。彼は三年
後に彼の手足の指は切り落とされ、額には熱い鉄の棒が押し当てられて焼かれてしまった。しかも背け
ば死罪に処されるとあって、どこに行っても、彼を迎え入れたり、家に泊めてくれたりする者は一人も
いなかった68)。
このように体に焼印を入れるのは、古くからの身体そのものに対して残虐なる苦痛を与える肉刑であ
った。八代将軍吉宗の時には「入墨」による処分を設けた。その以前は正規の刑ではなかった。前科者
であることが明示されて消えないので、社会的にいわゆる「保安処分」的刑事政策にもなった。また、
入墨は独立の刑ではなく、追放刑などに附加されるものである69)。
江戸幕府がキリシタンに科した死刑は主に斬首、火培り、傑などがあった。たとえば、1624年12月２４
日江戸で処刑した24名のキリシタンの中、女性五名と男性一名が生きながらに火培りにされ、十七名が
首を勿Ｉねられ、二名が傑にされた70)。
1623年に新将軍の家光はキリシタンの問題の成り行きについて、説教した司祭も、キリシタン宗門を
信奉した他の者たちも、生きたまま火陪りの刑に処するように命じた。そこで、江戸で同年12月４日に
50名の生きたまま火培りにされた大惨事が起こった。
ジロラモ．デ．アンジェリス71）をはじめ三人の司祭が馬に乗せられ、名前を記された小旗を掲げ、ほ
かの信徒が徒歩で続き、江戸の市中を通って、刑場まで練り歩いた。これは「引廻」といい、死罪以上
の重大犯人に対する附加刑であった。獄門、傑・火培りはだいたい附加刑として引廻しがつきものであ
った。その方法は、犯罪人を馬の上に縛り付け、その罪状を紙職に記し、市内あるいは犯人の住所、犯
罪の場所などを引廻して衆人に示し、その後本刑を行った。その目的．趣意については、恥辱刑で、罪
人よりもむしろ社会に対する威嚇による一罰他戒にあった。
十二月四日の朝、奉行所の役人が、将軍の命じた刑罰を行うべく監獄に来た。彼らが連れ出した最
初の人物は司祭デ・アンジェリスで、彼らは彼の両足から鉄輪を取り外し、その代わりに首に太い
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??????????
イエズス会士のマカオ通信から見る江戸初期の刑獄事情（孔）
東アジア文化交渉研究第８号
網を巻きつけ、それで彼の両手を後ろ手に縛り上げた。司祭フライ・フランシスコや他のキリシタ
ンも同様にした。そして彼らをしっかりと繋ぎ合わせ、人数を数え直した後で、刑場に引き連れて
行った。首謀者として司祭ジロラモ・デ・アンジェリスが馬に乗せられて先頭を進み、両肩につけ
られた三角の布には大きな文字で彼の名前が書かれていた。彼の後ろに修道士シモン・遠甫と、合
わせて十六名の他の者が徒歩で続いた。その後に司祭フライ・フランシスコが、同様に名前を記さ
れた小旗を掲げられて、馬に乗せられて続いた。彼の後にはこれもまた同様に十六名の信徒が徒歩
で続いた。その後ろに同様に馬に乗せられて、小さな旗に名前を記されて、原主水ジョアンが続い
た。彼の後ろに残りのキリシタンが徒歩で続いた。前後左右を武装した奉行所の役人が歩き、誰も
囚人たちに近づけないようにした。そのように一行は、旗を高く掲げて、私たちの聖なる信仰が迫
害を受けた江戸の市中を通って、勝ち誇ったように練り歩いた72)。
火刑の状況について、イエズス会士の報告に以下のように記している。
刑場は市外にあり、都の方へはそこから出立して行くのであるが、そこには大きな杭の柱が五十本
立てられていた。最初の三本の柱は、他の四十七本の柱からは幾分離れて、市に近い所に立てられ
ていた。しかしどの柱もその回りには薪の束がうず高<積まれており、火がつけられて燃え上がっ
ても、隣の柱まではいかないように、少なくとも腕の長さの分だけの間隔がとられていた。これを
見物に集まってきた人たちは数え切れないくらいで、広い野原や近くにある丘は、見物人で埋め尽
くされてしまった。その中には、その時に江戸にいたこの国の諸侯らの姿も多く見られた。……高
潔なキリシタンたちが刑場に着いた時、馬に乗っていて降りることを禁じられた三名を除いて全員
が柱に括りつけられた。……死罪の理由が高く掲げられた大きな立札に書かれていたが、そこには
次の様にあった。「これらの者たちはキリシタンであることにより、死罪に処す」と。ついに積み上
げられた薪の束に点火された。火が燃え始めた時、皆が大きな声で聖母マリアの名を呼ぶ声が聞こ
えた。彼らがこの残酷な苦痛に屈することなく毅然として耐えていた姿を、ここに詳しく述べるこ
とはできない。馬に乗せられている司祭たちは、目の前で繰り広げられている光景をひるむことな
く見つめた73)。
市中の近くに少し離れた三本の柱は三名の司祭のために用意されたものであった。信徒たちが死んだ
後で、役人は司祭たちを馬から降ろさせ、三人はそれぞれの柱に縛り付けられた。火が勢い良く燃え広
がり、三人は灼熱の炎の中で息を引き取った。
江戸初期のキリシタン信徒に科した火罪は時代が降ると形式だけは残酷でも罪人の苦痛を減らすよう
に考慮された。この刑は放火犯に限られたのは「目には目を以て償ない、歯には歯を以て対する」とい
72）松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ216-217
73）松田毅一監訳、「十六・七世紀イエズス会日本報告集1619-1625第Ⅱ期第３巻｣、同朋舎、1997、Ｐ217-218
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1619年１１月１８日に長崎において５名の殉教者が生きたまま火陪りにされる。これは長崎奉行長谷川権
六が江戸幕府から判決命令を携えて帰任すると、五名のキリシタンに死刑を宣告した。死刑判決の理由
につき、木村レオナルド修道士79)は｢将軍の意向に反して、日本国内に留まってキリシタン宗門を宣教し
う考えからである74)。
斬首と晒首について、1621年６月25日に諌早において野田リアン利兵衛の殉教はこれに該当する。
刑吏はキリシタンが門前に寄り集まっているのを見て恐れをなし、夜の寝静まった頃キリストの下
僕（リアン）を裏口から連れ出して船に乗せた。下僕は上陸後、蹄いて救霊に関しての多くの言葉
を述べ、自ら進んで首に刀を受ける準備をし、至聖なるイエズスとマリアの御名を唱えながら斬首
された。屍体は海中へ投げ込まれ、首は棒杭の先端に掛けられて公衆の面前に晒され、次のような
高札が付せられた。「この者は独りキリシタンなることを公言したのみならず、他の人々にも同宗
門を勧誘したため、この誘いを思い止まるよう数度にわたって忠告したが矯正することを拒んだ理
由により、ここに斬首せられた者である75)｡」
上述のように斬罪に処した者を獄屋の門の辺の木の上、または、刑場の木架の上に晒すことは、「獄
門｣、「巣首」とも言い、江戸時代には正刑となった。その法は斬首し首を水で洗い、二夜三日の間晒し
おいて後に首を捨て、罪状処刑等を略記した。「捨札」は三十日間刑場に建ておくものである76)。
江戸幕府は厳しくキリスト教を取り締まるために、宣教師や信徒だけでなく、協力者、さらに無実の
者にも、死罪まで問うている。1619年、長崎奉行の長谷川権六は、密かに司祭たちを宿泊させた者は、
法を犯した本人だけでなく、違犯者の近隣の者１０名までも死罪に処すという法令を発した77)。
この法令は､江戸刑法の特色の一つである「連帯責任主義」を採った「縁座」「連座」の制度と関係が
ある。「縁座」は、犯人の一定範囲内の親族に対して刑事上の連帯責任を負わせ、「連座」は親族関係以
外の､主従や近隣者および住民の代表格の人に刑事上の連帯責任を負担させる制度である。このように、
他人の犯罪行為によって事‘情の知らないものが、一定の関係にあるというだけで処罰されたのである。
個人責任主義を採っている近代以降の刑法と対比すれば、封建社会の刑法はいかに厳しかったかが看取
される78)。
五、マカオに関する記載
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レオナルド修道士は、長崎の者で、幼少の時からイエズス会の許で教育され、１３歳で同宿となり27歳の時に会員と
なった。１７年の間敬慶と真の謙遜によってその名を知られた。彼は言語･文学の勉強にも優れ、世俗的な助力をする
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た」とのことで、ほかの４名は「将軍の布令に反して宣教者たちを止宿させた」という理由であった。
４名のうち、ポルトガル人でカルロ・スピノラ師の宿主ドミンゴ・ジヨルジユがいた。
ドミンゴ・ジョルジュはポルトガル国のインテルアムナ州出身で、インドで数年間兵役に服し、武勇
の誉れをあげたが、最後に日本に来た。彼は長崎で日本人の妻を要り、感嘆するほど信心深かった。カ
ルロ・スピノラ師とアンブロジオ・フェルナンデス修道士が彼の家で捕縛されて長崎から海路でおよそ
六里隔たっている大村の牢獄へ送られた時、すぐに彼も入牢の身となり、まる一年間の牢屋生活で敬虐
と忍耐の立派な模範を示した80)。
受刑の日になると、夜が明けてから奉行は、レオナルド修道士と他の者たちに出頭を命じた。やがて
彼は縄目をかけられて牢屋から引き出された。その時すでに噂は、市全体に広く伝わっていた。貴賎老
若を問わず、おびただしい群衆であった。殉教者は奉行の前で、最後まで改宗せず信仰堅固な信仰心を
全うした。奉行はドミンゴにこう訊ねた。「あなたは将軍様のご法度を軽んじて､伴天連スピノラ様を家
に匿ったのか８１)」と。それに対してドミンゴは「繰り返しあなたがお訊ねになることは何もありませぬ。
私は公方のご法度に背いていることは確かに知ってはいましたが、（スピノラ)神父様を私の家に匿うこ
とは鴎路しませんでした82)」と答え、他の仲間たちの答えも同じであった。
それから彼らは、凱旋をするかのように勇んで刑場へ向かった。やがて彼らを見物しようとして老
若男女、種々雑多な市内の全群衆が押し寄せたので、市の大部分はまったく空になった。周囲の山
も海も人と小舟でいつぱいになり、見分けがつかなかった。殉教者たちの眼と額からは不思議な熱
意と活気が輝いて、それを見物する人々の眼と心を燃え立たせた83)。
このように信者たちのこの敬慶と熱心さは、彼らが牢獄から奉行所へ連行される時よりもさらに高ま
っていた。
特筆すべきはマカオから来ているポルトガル人たちのことである。彼らはその当時長崎の市中で商業
を営んでいたが、同国人である殉教者ドミンゴの後から、涙をさめざめと流しながら随行した。しかし
ドミンゴは彼らの同情を慈愛深く答めて、このような特別な恩恵を得たことをデウスに感謝するよう勧
め、この日を悲しむべきでなく、むしろ祝日とすべきであると言わずにはおれなかった。
刑吏たちが燃え立つ薪を四方から集めて、ドミンゴの死体の四肢や骨を焼き尽くしてしまおうとした
時、周囲に立っている群衆の中から一少年が飛び出した。少年は火勢を増すのを望んでいるかのような
振りをして薪に近づき、ドミンゴの骨をすばやく盗んで逃げ出した。刑吏は追跡したが、少年の鷲<べ
きすばしこさに欺かれてしまった。少年は突然骨を手放して追手の方へ向き直ると、空になった両手を
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修士の務めを正確に快く果たした。彼は力の及ぶ限り他人を助けたので、1614年にイエズス会員たちが日本から追
放された時、長崎に居残るように命ぜられた。最後に彼は投獄され、1619年に長崎で火陪りにされた。
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開いてみせて、「あなた方は私から何を探そうとしているのか。何も取っていないことが判るだろう」と
言った84)◎
刑吏たちは殉教者の遺骨をキリシタンに拝まれないように、殉教者の身体を非常に細かく切り刻み、
そして灰にして深い海に投げ込むのが慣例であった。しかし、その後キリシタンの潜水夫らはそれを深
い海底から引き上げ、遺物は極めて尊重された。刑吏たちの残忍さによって、聖なる遺骨は細かく砕か
れていたが、多数のキリシタンの所有するところとなり、尊崇されるようになった。
少年が取ったドミンゴの骨はマカオへ送られ、ポルトガルの貴人が金貨百五十枚で買い取り、それを
黒塗りの精巧な箱に納めた。ドミンゴの片手は別にしてであるが、少なくとも金貨二百枚に値するとの
ことであった85)。
六、小結
１７世紀初頭におけるイエズス会士のマカオ通信を通して、江戸初期の裁判刑罰事情について論じた。
発信地は間違いなくマカオであることは以下の例からも確証できる。
1619年度の日本年報に、徳川秀忠が老若男女の区別なしに全員を一度に生きながら焚殺するようにと
命令し、京都でキリシタン52名が焚殺され大惨事を報じる時、「我らもこのマカオ港において、一六二○
年五月三十一日にこの書簡を執筆し始めた時86)」と明白に記している。
キリスト教は中央集権的封建体制にとって危険宗教と認識した秀吉、家康、秀忠、家光らは、一貫し
て禁教令を強化し、島原の乱後のキリシタン弾圧はその極に達した。キリシタンへの迫害は九州から漸
次東進し、その末期には奥羽を覆うにいたった。
天正十五年（1587)、秀吉は博多で伴天連追放令を発し高山右近を改易に処した。翌年､京阪地方の耶
蘇教会堂が破壊され、宣教師への圧迫が始まる。文禄元年（1592)、ドミニカン派の僧リヤノがマニラよ
り来て、秀吉に従前日本に来ている宣教師は領土の野心があると言った。その上､慶長元年（1596）秋、
浦戸に漂着したポルトガルの船長より、世界地図を見せてもらい「ポルトガルの領土が広いのは、キリ
スト教の宣教師を派遣してまず布教し、それから国王と交渉し領土としたからだ」との話を聞いた増田
長盛が秀吉に報告し、キリシタンは日本を狙っていると信じさせた。そのため秀吉は驚樗し、慶長元年
十二月、フランシスコ会士らを含むキリシタン26名を捕縛し九州に護送した。翌年二月、長崎の浦上に
おいて全員の耳を切り落させ十字架にかけて処刑したのであった。すなわち「二六聖人殉教事件」であ
る。慶長十七年（1612)、岡本大八事件が発覚し、幕府、江戸･駿府.京都の直轄地と有馬領に禁教令を命
じた。慶長十八年（1613）五月に奉行の名義で公布した「邪宗門吟味之事」には明確に切支丹を「神国
を妨くる事邪法也」と定義した87)。
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慶長十八年十二月に、将軍秀忠の朱印をもって、「伴天連追放文」を号令し、「髪吉利支丹之徒黛適東
日本、非奮渡商船而通資財、明欲弘邪法惑正宗以改域中之政、是大禍之萌也、不可不制突。日本者神圃
悌園而尊神敬悌、専仁義之道、匡善悪之法、有過犯之輩、随其軽重行墨則荊宮大辞之五刑、……勧善懲
悪之道也、……彼伴天連徒黛皆反件政令、嫌疑神道、誹誇正法、賎義損善、見有刑人載欣載奔自拝自鵡、
以是為宗之本懐、非邪法何哉、責神敵悌敵也、急不禁後世必有国家之患、殊司読令不制之、部蒙天謎
実88)」と日本の国法に反するキリスト教の禁令を発したのである。
慶長十九年一月三十一日（1614)、幕府は全国的にキリシタン禁教令と宣教師らの国外追放令を布告
し､宣教師および高山右近らを国外に追放した。長崎市内にある１１教会が破壊された。元和九年（1623）
に幕府は日本人のマニラ渡航を禁止し、家光が将軍となり、江戸でキリシタンに厳しく対処し、禁教を
さらに強め、「切支丹宗禁止」が元和寛永年間には国是となった89)。
イエズス会士の目に映る江戸初期の牢屋は、「不便、窮屈、飢餓、汚稜、苛酷、苦労、不潔、不自由」
であった。日本の牢獄は「すべて全般的に非常に窮屈で身の毛がよだつ程で｣、「ヨーロッパのどの牢獄
とも当然少しも比較することができぬ」と言い切った。江戸幕府の禁教政策の遂行上最も重要な役割を
演じた大村及び江戸などにはこれらのキリシタン拘禁のために切支丹牢舎の特設が見られた。教徒らに
信仰を棄てさせるために入牢させたから、入牢者に対する処置がより一層憎く憎くしげになり、牢舎の
取扱が特に残忍となった。
しかし、このようにイエズス会士は入牢しても、頻繁に書簡を書いて郵送することができた。そのた
め今日にマカオ通信として日本報告が残されることになったのである。
上記のように僅かマカオからの７件のイエズス会士の報告であったが、日本のキリスト教禁令の状況
を具体的に報告した貴重な記録と言える。
〔附記〕
本稿は、中国国家留学基金の助成による成果の一部である。
88）法制史学会編、石井良助校訂「徳川禁令考前集第５』創文社、1959、Ｐ80
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